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山梨県立大学 人間福祉学部 

 

2026 年度 学校推薦型選抜 

 

 

小論文 問題 

 

総務省が令和 3 年に実施した社会生活基本調査の「全国平均及び山梨県にお

けるボランティアの種類別行動者率」を以下に示す。活動の対象や目的は、次頁

の 11種類に分類されている。この調査結果を基に、次の問いに答えなさい。 

以下の 3 点について、全体で 800 字以内となるように、あなたの考えを述べ

なさい。 

1. 山梨県におけるボランティア活動の特徴。 

2. 山梨県において、今後、想定される社会的課題を踏まえ、この調査結果

がどのように変化していくことが望ましいか。また、その理由。 

3. 2.の望ましい変化に向けて、あなたの将来像と関連付けて、どのように

貢献できると考えるか。 
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・ 健康や医療サービスに関係した活動(献血、入院患者の話し相手、安全な食品

を広めることなど） 

・ 高齢者を対象とした活動（高齢者の日常生活の手助け、高齢者とのレクリエ

ーションなど）  

・ 障害者を対象とした活動（手話、点訳、朗読、障害者の社会参加の協力など） 

・ 子供を対象とした活動（子供会の世話、子育て支援ボランティア、学校行事

の手伝いなど）  

・ スポーツ・文化・芸術・学術に関係した活動（スポーツを教えること、日本

古来の文化を広めること、美術館ガイド、講演会・シンポジウム等の開催な

ど） 

・ まちづくりのための活動（道路や公園等の清掃、花いっぱい運動、まちおこ

しなど） 

・ 安全な生活のための活動（防災活動、防犯活動、交通安全運動など） 

・ 自然や環境を守るための活動（野鳥の観察と保護、森林や緑を守る活動、リ

サイクル運動、ゴミを減らす活動など） 

・ 災害に関係した活動（災害を受けた人に食べものや着るものを送ること、炊

き出しなど） 

・ 国際協力に関係した活動（海外支援協力、難民支援、日本にいる外国人への

支援活動など） 

・ その他（人権を守るための活動、平和のための活動など） 

 

出典：総務省統計局「令和 3年社会生活基本調査結果」 

https://www.stat.go.jp/data/shakai/2021/kekka.html#a4 

山梨県県民生活部「統計からみたやまなし－令和 6年度－」 

   https://www.pref.yamanashi.jp/toukei_2/book/gmnenji.html 

（最終アクセス：2025年 9月 2日） 

 


